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生徒の「くすり」との関わり方を調べてみると，関心や知識はある程度持っているものの，その

実際の使用においては，「安易な行動」が見受けられる。このような実態を改善するための授業に

は，何が必要であろうか。「医薬品は，あくまでも，人の持つ自然治癒力を助けるものである」と

いう前提のもと，形状のもつ意味・体内での働き方• 主作用と副作用，等の内容を，科学的に理解

することは当然重要なことであるが，それを実践力につなげるためには，生徒自身の「なるほど」

という確かな納得が必要となる。今回の授業においては，そのための工夫として，生徒の身近に存

在する実物の医薬品を使い， 4つの実験を行った。生徒は実験に興味を示しただけでな<, 実験を

通して知識・理解を深め，確かに納得したと言える。が，何よりも，「くすり」と向き合う「意識

．姿勢」を新たなもの・確かなものにできたことで，セルフメディケーションの本旨達成に近づけ

たことがそれ以上の成果ではないかと考える。

1 . はじめに

この度の中学校の学習指導要領では，小学校から高等

学校までの系統性の中で，中学校としての重点や基本的

な指導の方向を示している。保健分野においては，「個

人生活における健康•安全に関する理解を通して，生涯

を通じて自らの健康を適切に管理し，改善していく資質

や能力を育てる。」ことを目標とし，健康• 安全につい

て科学的に理解できるようにすることを通して，現在及

び将来の生活において健康•安全の課題に直面した場合

に的確な思考・判断を行うことができるよう，自らの健

康を適切に管理し改善していく思考カ・判断力などの資

質や能力を育成することを目ざしている。

このような中で，今回新たに医薬品に関する内容が取

り上げられた。これまで「医薬品の正しい使用」につい

ては，高等学校の学習指導要領において取り扱うことが

示されていたが，これを中学校で取り上げることとなり，

高等学校では医薬品の「社会との関わり」を学ぶという

ことで，医薬品を取り巻く社会的背景や根拠， といった

社会的側面からの内容となった。

これは， 2000年，世界保健機関 (WHO)が「セルフ

メディケーション」を「自分自身の健康に責任を持ち，

軽度な身体の不調は自分で手当すること」と定義したこ

とがきっかけとなっている。この背景には，世界的に医

療費が増加している問題や，人々の健康についての意識

が高まっている状況が挙げられるが，これらを受け， 日

本でも厚生労働省によって国民がセルフメディケーショ

ンを実践できるような方策を考えることとなった。この

実践においてカギとなる一般用医薬品がどうあるべきか

が検討され，その結果， 2006年，薬事法を改正し，一

般用医薬品の販売制度が大きく変わった。この改正に伴

い，学校教育における「くすり教育」の必要性が言及さ

れ，セルフメディケーション推進のために，一般用医薬

品をより安全に利用しやすいよう環境整備を行う一方

で，学校教育でそのための知識と判断力を養うことが必

須との考えが示された。このような経緯を経て， 2009

年に一般用医薬品の新販売制度が始まることに向けて，

文部科学省では， 2005年に中央教育審議会で，「すべて

の子どもたちが身に付けているべきミニマム」として，

小中学生の子どもたちは「医薬品の有効性や副作用を理

解し，正しく医薬品を使えるようになること」が必要と

いう考えを示し， 2008年に公示された中学校学習指導

要領で「くすり教育」が取り上げられることになった。

これらの動きに伴い，学校で「くすり教育」を実践す

るにあたっては，教師が授業を行いやすいよう，専門家

が教具開発などを行い，実験方法や，授業での展開方法

などを本やネット上で紹介するなど，専門的な内容を授

業できちんと展開できるようなサポート環境が整えられ

ている。したがって，それぞれの学校の生徒の状況に合

わせ，これらを活かしていくことでも授業を展開するこ

とができる環境になっている。

ところで，中学校で「くすり教育」を取り上げること

において，最近の子どもたちのおかれている環境を考え

てみると，一方ではハード面，ソフト面ともに充実した

「便利で豊かな生活」といえるが，その一方では「便利

で豊かな生活」ゆえに人間本来の「力」を奪い去ってい

る現状がある。例えば，環境適応能力の低下などは，そ

の代表的なものといえよう。だからこそ，セルフメディ

ケーションのもつ本来の理念を正しく理解し，各々が生
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